
 

 

 

 

 

健康長寿に貢献する老人大学 
大学運営要諦 

１ 公共性・公平性・公開性が大原則………………… 福 山 市 の 高 齢 者 に 等 し く 機 会 を 

２ 老大の発展は 大切に思う者の自助努力で ……… 自 分 達 で 出 来 る こ と は 自 分 達 で 

３ 校内美化状況は 老大生の品格の表れ …………… ごみを落とさない  掃 除は丁寧に 

４ 老大生のマナーは 地域社会への感謝の証 ……… 一般車両・歩行者優先 ウィンカーは早め 

学生生活の合言葉 「健康と安全が 1番」 

呼びかけ 老大生の自覚と交流のために 名札を着用しよう‼ 

 

夏 休 み 中 の 予 定 
 

福山夏まつり「二上りおどり大会」  踊り手募集 

〇 期  日  ８月１４日（水）夕刻 

○ コ ー ス  福山駅前大通り 

（いろは丸YOSAKOI との同時開催によるコース変更） 

○ 募集期限  ７月２２日（月） 

○ 練習日時  ７月２５日・８月１日・８月８日（いずれも 木曜） 

午前９時３０分～１１時   場所：講堂 

○ 指 導 者  山本千鶴江（学生会 副会長） 
 

「ボランティア活動」集中講座の受講生募集 

開講日  ７月２４日（水）・２６日（金）・２９日（月）・３１日（水）・８月２日（金） 

時 間  午前９時４５分～１１時３０分   場 所  １－２教室 

内 容  地域福祉活動・高齢者等の困りごと・ふれあいサロン・子どもの居場所づくりなど 

 応 募  7月２２日（月）まで 
 

健康診査  ８月 ６日（火）・７日（水） １－２教室など 

受付 午前８時３０分から１０時まで 
 

学生祭準備委員会 

・日 時  ８月３０日（金） 午前９時３０分   ・場 所  講 堂 

・出席者  学生会本部役員  各学級委員長  芸能発表希望クラブ部長 

 

1 学期の終業日・・・・月曜組：７月２２日  火曜組：７月１６日  水曜組：７月１７日 

木曜組：７月１８日  金曜組：７月１９日 

2 学期の始業日・・・・月曜組：９月  ２日    火曜組：９月  ３日    水曜組：９月  ４日 

木曜組：９月  ５日    金曜組：９月  ６日 
 

メキシコの話と踊りと歌と  ～ 「前期全員教養」 5 月 30日 ～   

積み重ねた取り組み 

１,４００名余の老大生がリーデンローズ大ホールで，メキシコ

文化に触れた。 

一昨年の「前期全員教養」で，枝廣市長が「メキシコ（スペイン

語が公用語）選手団などが東京オリンピック事前合宿を福山で実

施する。老人大学でスペイン語科を開設し，「おもてなしボランテ

ィアを」と要請された。 

これを受け，昨年度にスペイン語の短期講座を開設。今年度は

本講座に改編し，「前期全員教養」も「スペイン語とメキシコ」をテーマに企画された。 

 

スペイン語圏は 21 か国 

第１部は，本学 スペイン語科 前田道子講師の優れた語学力と多様な

経験を，学級委員長作成のパワーポイントを使って分かりやすくお話し

いただいた。スペイン語圏の多さに驚き，その身近さを実感した。 

 

生きたスペイン語に感動 

第２部は，講師と親交のあるメキシコ人 ダマリスさん（国旗の色をあ

しらった手作りスカートで登場）と市役所から借用のポンチョやソンブ

レロをまとったスペイン語科学生有志も出演し，ステージがメキシコ色

に染まった。 

スペイン語の「おはよう」「お元気ですか」「さよなら」など日常会話

を豊かな表情を添えることで伝わることを学んだ。 

 

メキシコ文化に触発 

福山公認キャラクター・ローラちゃんも登場。 

「NO ROMPAS MAS」をリズミカルに踊り，会場からの拍手も相まって，紛れ込んだ学長もノリノリ。

とてもアップテンポな「LA BAMBA」はみんな必死で。 

 運営と出演に老大生が関わることで，イメージを刷新した「全員教養」となった。 

 

後期全員教養講座 １０月 ２日（水）  

ミニコンサート 「歌はあなたの人生とともに」 
ソプラノ歌手：池田 尚子   ピアノ伴奏：藤田 意作 
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若林学生会長 ３期目を邁進 ！ 
去る５月２８日開催の老大学生会第４９期第１回定例総会で，若

林宏治氏が，３期連続で学生会長に選出された。若林会長は，就任

挨拶で次のように述べた。 

会長としての責任の重さを痛感しています。学生相互の交流を深

め，「健康と安全が１番」を合言葉に，心豊かな老大となるべく誠心

誠意，頑張ります。 

諸先輩方の功績と昨年度の創立４５周年の成功を引き継ぎ，更な

る飛躍と発展を期し，会長の職務に邁進する所存です。皆さんのご支援をよろしくお願いいたします。 
 

第４９期 学生会本部役員 

役 職 名 前 所 属 役 職 名 前 所 属 

会 長 若林  宏治 普・抹茶 総
務
部 

部 長 小林  誠造 普・硬筆１ 

副会長 二階堂 三郎 総・教養１ 副部長 葉間田  博 研・スマホ２ 

〃 坂本  雄俊 普・コーラス１ 〃 久保  啓子 研・古典文学２ 

〃 橋本  博則 研・漢字２ 文
芸
部 

 

部 長 中島  秀夫 普・俳句 

〃 日野  孝子 普・カラオケ 副部長 国光  芳郎 研・謡曲 

〃 山本 千鶴江 総・スペイン語 〃 船津  育子 普・煎茶 

会 計 岡原  克行 初・スマホ３ 保
体
部 

 

部 長 中村 ミキエ 総・教養２ 

〃 石井  洋二 普・ソフト歌謡 副部長 小山  敏明 普・パソコン３ 

監 査 赤木  豐樹 研・抹茶 〃 井 手  正 研・太極拳２ 

〃 栗 原  寛 研・カラオケ     

〃 梅田 美智子 研・パソコン３     

 

「特別講座・文学散歩」  ～ 天平の平城宮跡と平安の浄瑠璃寺 ～ 5月 31日 

古典文学科の藤井康治講師のご好意で，１学期のビッグイベントの一つと

なっている特別講座「文学散歩」。今年はどこかな？と楽しみにしている学

生も多く，限りある定員へ申込が殺到。抽選に当選した幸運な８４名（大型

バス２台）での参加となりました。 

５月２５日（土）の特別講座では，旅先にちなんだ「万葉集に残された天

平の思い」と「1,000年前の人々が描いた浄土への夢」を，巧みな話術で分

かりやすく紹介していただき，文学散歩への期待は膨らむばかりでした。 

当日の早朝，いにしえの男の子・女の子８４名が大和路に向けて，元気に

スタート。 

 浄瑠璃寺では，住職の法話をいただいた後，境内西の本堂にて阿弥陀如来中尊像を中心に安置された九体

阿弥陀如来像・不動明王・四天王像などを拝観し，堂内の荘厳な雰囲気に感じ入る気持ちでした。また，池を

中心にして東にある薬師如来を祀る三重塔などをゆったりとした時間の流れの中を散策しました。 

 昼食は山菜を中心とした田舎料理をいただき，日常を忘れさせてくれるひと時でした。 

  平城宮跡は広大で，朱雀門・大極殿院・東院庭園が復元され，当時の遣唐使船も復元設置されていました。

さすがに限られた時間内にすべてはれませんでしたが，天平時代のロマンを全身で受け止めることができま

した。曇天の動きやすい天候の中，豊かな時間を過ごすことができました。 
 

 

１台当たり１日１５０円余の負担で 駐車誘導警備を業者委託に 

                               老人大学長  髙橋 和男 

自家用車だから通学できる 

 高齢者の自動車運転は，今や現代社会の危険の代名詞。人身事故を起

こせば，晩節を汚すことに。運転能力が衰えたら，免許証の返上を。 

しかし，地方にあっては，自家用車は，決定的移動手段。自家用車が

運転できなければ，生活範囲は大きく制約され，老大に通えない高齢者

は多い。老大は，開学以来，自家用車通学を全て受容してきた。 

 

健康と安全を損なう駐車誘導 

 老大生の恥ずかしい交通マナー・乱雑な駐車・帰りを急ぐ喧嘩。このことへのご近所からの苛烈な投書。止

む無く，駐車と下校の誘導に乗り出して５年。今日では，以前よりは，マ

ナーの向上・整った駐車・トラブルの減少・スムーズな下校となった。 

しかし，年間１６０日の授業日の午前・午後の登下校誘導は，７３歳の

老体の健康と安全を損なう。同年齢の駐車場係の老大生も同様だ。 

強烈な日差し・駐車場の照り返し・排気ガスの充満・寒風吹き荒ぶ通路・

強雨に打たれる頭・危うい運転車両の前後の危険。誘導者の健康と安全が

危うい。 

 

駐車誘導警備も業者委託に 

 ３年前，老大生の高年齢化を受けて，それまで老大生の手で設営してきた学生祭のバザー用テントを業者委

託にした。同じく，警備会社委託の学生祭の自動車誘導員数も増やした。 

 これに倣って，「日々の駐車誘導警備も業者委託に」と提案する。経費の試算概略は次の通り。 

○ 交通警備業務手当  （1日：16,000円  半日：12,800円）×消費税 

○ 延べ駐車希望台数を千数百台と見込み，１台当たりと1日の負担額を算出 

 

駐車車両毎に年間 5,000 円を 

 老大は，パソコン科受講生から機器維持費3,000円（以前は5,000円）を徴収し，独立会計を設けて，デ

スクトップパソコンの５年毎の更新費に充当している。 

 これに倣って，駐車誘導等費として駐車を希望する車両毎に年間 5,000 円を負担。独立会計を設け，警備

会社への支払いに充当する。 

 

来年度導入に向けて議論を 

 年間の負担額5,000円を32授業日で割ると，一授業日当たりの負担額は，僅か15０円余り。しかし，自

家用車通学者は，基本の年会費10,000円に5,000円を加えて年度当初の支払額は，5割増しとなる。 

 他の手立てはないのか。もう少し格安にならないのか。様々な意見もアイデアもあろう。来年度の老大運営

方針を決定する第2回運営委員会（12月末）に向け，大いに議論してもらいたい。意見をお寄せいただきた

い。 
 

第６６回 福山市美術展覧会  入選 おめでとうございます 
 

書道 かなの部 （研・実用書道）寺 岡  睦 之   佐 藤  勝 江   田 口  安 子   井手之上 悦子 

（研・書道かな）横 山  洋 子   青木 八千代   金 川  昌 子   向   文 人 

佐 藤  廣 子   北村 満佐子   村 上  萬 葉   原 口  勇 時 

（初・実用書道）岡田 惠美子 


